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007　序文

序
文「

特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
地
域
の
包
括
的
な
医
療
に
関
す
る
研
究
会
」
は
、
医
療
者
と

市
民
と
の
間
に
共
通
の
理
解
を
醸
成
す
る
た
め
の
研
修
会
等
を
通
じ
て
誰
も
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら

れ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
平
成
16
年
（
２
０
０
４
年
）
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
我
が
国
の
高
齢
化
は

当
時
に
お
い
て
も
着
々
と
進
ん
で
い
て
、
翌
２
０
０
５
年
に
20
％
を
超
え
、
今
や
30
％
に
迫
っ
て
い
ま
す
。

長
寿
は
誠
に
喜
ば
し
い
の
で
す
が
、
所
謂
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
社
会
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
は
資
本
や
労
働
力
が
国
境
を
越
え
て
移
動
し
、
貿
易
取
引
や
海
外
投
資
が
増
大
し
て
世

界
の
経
済
的
結
び
付
き
が
深
ま
る
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
は
嘗
て
の
調
整
型
か
ら
自
由
主
義
型
市
場
経
済
へ
と

移
り
、
終
身
雇
用
性
か
ら
非
正
規
雇
用
、
転
職
と
いっ
た
労
働
の
柔
軟
化
が
起
こ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

女
性
雇
用
、
共
働
き
の
増
加
、
離
婚
率
の
上
昇
、
皆
婚
主
義
の
衰
退
、
不
安
定
就
労
（
親
と
の
同
居
）
の

増
加
な
ど
人
々
の
生
活
に
お
け
る
個
人
化
の
波
が
押
し
寄
せ
、
つ
い
に
は
家
族
の
形
成
と
解
消
と
が
正
に
任
意

と
な
って
、
独
居
老
人
や
老
々
介
護
と
い
う
現
状
が
、
同
時
に
進
行
し
た
都
市
化
と
共
に
顕
わ
に
な
り
ま
し
た
。
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地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
も
こ
の
課
題
へ
の
社
会
的
対
処
の
一
環
で
す
が
、
医
療
の
実
践
各
々
に
お

い
て
は
、
患
者
の
治
療
方
針
を
身
内
で
共
に
確
認
で
き
る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
た
る
存
在
に
乏
し
い
状
況
が
増

え
て
い
る
か
の
実
感
も
現
実
で
す
。
意
識
レ
ベ
ル
や
意
思
能
力
レ
ベ
ル
の
故
に
患
者
が
判
断
で
き
な
い
と

な
れ
ば
課
題
は
深
刻
で
す
。
加
え
て
、
我
が
国
で
は
死
亡
に
関
す
る
法
的
手
続
き
は
家
族
の
存
在
を
前
提

に
制
度
化
さ
れ
て
お
り
、
単
身
高
齢
者
の
死
亡
を
想
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
公
正
証
書
に
よ
る
契
約
を
行
っ
て
、
あ
た
か
も
家
族
の
よ
う
に
支
援
す

る
“
契
約
家
族
”
と
い
う
仕
組
み
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
り
す
シ
ス
テ
ム
は
運
営
し
て
き
ま
し
た
。
活
動
は
実
に

こ
の
四
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
本
書
は
直
面
す
る
深
刻
な
課
題
を
巡
っ
て
意
見
を

交
換
し
た
結
果
で
す
。
勿
論
、
途
中
の
結
果
で
は
あ
り
ま
す
が
、
臨
床
倫
理
的
側
面
か
ら
も
読
者
の
方
々

と
課
題
を
共
有
し
、
誰
も
が
安
心
で
き
る
社
会
へ
向
け
た
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

令
和
四
年
五
月

特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
地
域
の
包
括
的
な
医
療
に
関
す
る
研
究
会 

理
事
長

有
賀 

徹
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参
加
者
紹
介
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

有
賀
　
徹
（
独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
安
全
機
構
理
事
長
）

昭
和
25
年
生
れ
。
脳
神
経
外
科
学
、
救
急
医
学
を
専
攻
。
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
長
、
医
学
部
教
授,

大
学
病
院
長
を

経
て
、
平
成
28
年
よ
り
独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
安
全
機
構
理
事
長
。
日
本
救
急
医
学
会
及
び
日
本
臨
床
救
急
医

学
会
代
表
理
事
、
東
京
都
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
議
会
会
長
を
歴
任
。
他
に
消
防
庁
救
急
業
務
の
あ
り
方
に

関
す
る
検
討
会
座
長
な
ど
。
人
々
の
安
全
で
安
心
な
生
活
と
超
高
齢
社
会
の
在
り
方
（
平
時
な
ら
び
に
災
害
時
の
医

療
・
介
護
、
総
労
働
力
の
維
持
な
ど
）
に
大
い
に
関
心
あ
り
。

伊
藤
　
弘
人
（
東
北
医
科
薬
科
大
学
医
学
部
医
療
管
理
学
教
室
教
授
）

東
京
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
博
士
課
程
を
修
了
後
、
日
本
医
科
大
学
医
療
管
理
学
教
室
、
国
立
医
療
・
病
院

管
理
研
究
所
、
国
立
保
健
医
療
科
学
院
、
厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
厚
生
科
学
課
、
国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ

ン
タ
ー
、
労
働
者
健
康
安
全
機
構
な
ど
を
経
て
、
２
０
２
２
年
度
か
ら
現
職
。
厚
生
労
働
省
各
種
委
員
会
委
員
、

Ｗ
Ｈ
Ｏ
テ
ク
ニ
カ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
を
歴
任
。
人
口
減
少
局
面
に
あ
る
我
が
国
で
持
続
可
能
な
地
域
医
療
を

支
え
る
研
究
・
教
育
に
取
り
組
む
研
究
者
。
専
門
は
地
域
医
療
管
理
学
。
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井
上
　
健
一
郎
（
社
会
医
療
法
人
春
回
会
井
上
病
院
理
事
長
）

元
々
は
内
科
医
だ
が
、
同
じ
病
院
に
勤
務
し
て
40
年
弱
に
な
る
。
現
在
管
理
的
な
業
務
が
主
で
診
療
は
ご
く
一
部
な

が
ら
、
30
年
以
上
拝
見
し
て
い
る
方
も
何
人
か
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
最
近
思
う
の
は
役
に
立
つ
ち
ゃ
ん
と
し
た
か
か
り

つ
け
医
に
な
る
こ
と
は
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
医
師
が
病
院
の
中
で
少
し
で
も
増
え
て
ほ
し
い

と
の
想
い
で
病
院
団
体
の
中
で
病
院
の
総
合
医
育
成
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

太
田
　
祥
一
（
医
療
法
人
社
団
親
樹
会
恵
泉
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

卒
業
後
す
ぐ
救
命
救
急
部
で
研
修
を
始
め
、
内
科
系
救
急
を
研
修
し
、
救
急
医
学
講
座
で
救
命
救
急
を
軸
に
Ｅ
Ｒ
、

災
害
医
療
等
に
も
か
か
わ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
、
産
業
衛
生
、
学
校
保
健
等
一
般
社
会
へ
の
救
急
医
学
の
普
及
や
大
学
教

授
と
し
て
医
学
教
育
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
超
高
齢
社
会
の
医
療
・
社
会
を
考
え
、
約
10
年
前
に
訪
問
在
宅
診
療
に

軸
足
を
移
し
た
。
ず
っ
と
自
宅
で
過
ご
せ
る
よ
う
、
病
状
悪
化
や
け
が
等
の
時
の
往
診
等
に
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
対
応

し
、
住
ま
い
、
地
域
で
の
医
療
の
質
の
向
上
と
標
準
化
を
目
指
し
て
い
る
。
最
近
は
災
害
対
策
を
含
め
、
持
続
可
能

な
地
域
医
療
を
ベ
ー
ス
に
し
た
安
心
安
全
な
街
づ
く
り
を
考
え
て
い
る
。
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栗
原
　
正
紀
（
一
般
社
団
法
人
是
真
会
長
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
理
事
長
）

脳
神
経
外
科
医
時
代
、
長
崎
の
地
域
救
急
医
療
に
従
事
す
る
医
師
・
看
護
師
等
お
よ
び
救
急
隊
員
で
作
る
救
急
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
“
長
崎
実
地
救
急
医
療
連
絡
会
”
を
設
立
（
１
９
９
８
年
）、
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
を
構
築
。
２
０
０
１
年
か

ら
は
近
森
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
院
長
、
２
０
０
８
年
長
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
を
開
設
。
地
域
包
括
ケ
ア

時
代
、
医
療
機
能
の
分
化
・
連
携
の
下
で
多
職
種
協
働
、
適
時
・
適
切
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
そ
し
て
医
科
・

歯
科
連
携
の
実
現
を
、
目
指
し
て
い
る
。

中
村
　
惠
子
（
前
・
札
幌
市
立
大
学
大
学
院
教
授
）

看
護
師
と
し
て
胸
部
外
科
や
救
急
看
護
を
経
験
、
そ
の
後
看
護
部
長
と
し
て
大
学
病
院
の
看
護
管
理
の
任
を
10
年
経

験
し
た
。
こ
の
こ
ろ
に
人
材
育
成
の
重
要
性
を
痛
感
し
て
、
看
護
専
門
学
校
や
大
学
に
て
看
護
基
礎
教
育
に
携
わ
る
。

杏
林
大
学
保
健
学
部
看
護
学
科
、
青
森
県
立
保
健
大
学
を
経
て
故
郷
の
札
幌
で
市
立
大
学
看
護
学
科
そ
の
後
大
学
院

教
育
に
携
わ
る
。
大
学
院
で
は
専
門
看
護
師
教
育
も
兼
ね
臨
床
で
活
躍
す
る
看
護
師
育
成
の
醍
醐
味
を
味
わ
っ
て
き

た
。
昨
今
は
高
齢
社
会
で
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
手
立
て
が
難
し
く
困
っ
て
お
ら
れ
る
人
に
対
し
て
、
何

か
で
き
な
い
か
と
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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那
須
　
繁
（
特
定
医
療
法
人
財
団
博
愛
会
博
愛
会
病
院
理
事
長
）

諺
「
転
ば
ぬ
先
の
杖
」
の
英
訳
、Prevention is better than cure

（
予
防
は
治
療
に
勝
る
）
を
信
じ
て
、
30
歳

半
ば
か
ら
約
30
年
間
健
診
・
予
防
医
療
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
臨
床
医
療
は
病
気
の
診
断
・
治
療
を
目
的
と
す
る
が
、

予
防
医
療
の
主
眼
は
人
々
の
生
活
や
人
生
を
豊
か
に
す
る
た
め
の
医
療
を
通
じ
た
支
援
に
あ
り
、
社
会
活
動
で
も
あ

る
。
人
生
１
０
０
年
時
代
、
わ
が
国
に
お
け
る
予
防
医
療
の
発
展
を
願
っ
て
い
る
。

米
満
　
弘
一
郎
（
社
会
医
療
法
人
寿
量
会
熊
本
機
能
病
院
理
事
長
）

２
０
０
０
年
熊
本
大
学
第
１
外
科
に
入
局
、
外
科
専
門
医
と
な
り
救
急
医
学
、
集
中
治
療
医
学
分
野
に
進
み
、
救
急
、

集
中
治
療
専
門
医
と
し
て
大
学
病
院
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
等
で
の
勤
務
を
経
て
、
父
親
を
継
承
し
２
０
１
２
年
熊

本
機
能
病
院
救
急
セ
ン
タ
ー
長
、
理
事
長
。
専
門
医
療
と
地
域
医
療
を
両
立
し
、social inclusion

を
実
践
す
る
病

院
を
目
指
す
。
熊
本
機
能
病
院
は
創
立
41
年
。
２
０
２
０
年
に
「
日
本
で
い
ち
ば
ん
大
切
に
し
た
い
会
社
大
賞
」
特

別
賞
を
受
賞
。
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松
島
　
如
戒
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
り
す
シ
ス
テ
ム
創
始
者
・
一
般
財
団
法
人
契
約
家
族
研
究
機
構
理
事
長
）

１
９
９
０
年
に
他
人
同
士
が
何
の
制
約
も
な
く
納
骨
で
き
る
墓
「
も
や
い
の
碑
」
を
建
立
。
会
員
か
ら
の
強
い
要
望

で
生
前
契
約
と
い
う
生
老
病
死
と
い
う
人
生
の
危
機
回
避
機
能
を
果
た
し
て
い
る
家
族
の
役
割
を
代
替
す
る
仕
組
み

を
１
９
９
３
年
に
立
ち
上
げ
た
。
当
初
葬
儀
等
の
死
後
事
務
履
行
か
ら
始
め
た
が
現
在
で
は
老
人
ホ
ー
ム
や
病
院
の

身
元
引
受
保
証
な
ど
の
業
務
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
何
時
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
が
、
安
心
し
て
利
用
で
き

る
生
前
契
約
を
目
指
し
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
作
り
を
推
進
し
て
い
る
。

杉
山
　
歩
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
り
す
シ
ス
テ
ム
代
表
理
事
）

父
、
松
島
如
戒
が
創
立
し
た
生
前
契
約
受
託
母
体
・
り
す
シ
ス
テ
ム
の
運
営
を
引
き
継
い
で
日
々
奮
闘
し
て
い
る
。

利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
お
預
か
り
し
て
い
る
個
人
情
報
を
守
り
、
必
要
な
と
き
に
こ
の
情
報
を
活
用
し
、
葬
儀
等
の

死
後
事
務
を
履
行
、
今
日
で
は
身
元
引
受
保
証
や
医
療
同
意
の
代
行
な
ど
の
業
務
の
比
率
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

創
立
以
来
の
悲
願
で
あ
る
何
時
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
が
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
生
前
契
約
の
実
現
を
目
指

し
て
い
る
。
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